
 

   

    

             

 
 

  

 

 

個
人
談 

ど
う
し
て
気
功
を
勉
強 

す
る
の
？ 

 
 

 
 

 
 

 

于 

雷 

  

最
近
、
弟
子
の
方
か
ら
こ
ん
な
問
い
か
け
を
さ

れ
ま
し
た
。 

「
先
生
は
ど
う
し
て
気
功
が
好
き
に
な
っ
た
ん

で
す
か
？
」 

こ
の
話
は
大
き
く
て
深
遠
で
す
。
す
ぐ
に
答
え

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

私
は
７
歳
か
ら
気
功
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
の

私
は
気
功
に
対
し
て
高
深
の
理
解
を
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
太
極
拳
、
易
筋
経
の
勉
強
で
体
が
強

く
な
る
こ
と
で
友
達
と
一
緒
に
山
登
り
を
し
た
り
、

湖
で
泳
い
だ
り
、
屋
根
の
上
に
あ
が
っ
て
鳥
の
卵

を
取
っ
た
り
出
来
る
。
学
校
で
も
い
じ
め
ら
れ
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
毎
朝
５
時
か
ら
冬
の

寒
い
日
も
夏
の
暑
い
日
も
無
論
、
練
功
は
続
き
ま

し
た
。 

 

１
５
歳
の
時
、
趙
光
先
生
は
《
老
子
》
の
本
を

持
っ
て
き
て
１
０
０
回
抄
写
し
な
さ
い
と
言
い
ま

し
た
。
私
は
気
功
の
指
導
と
共
に
《
老
子
》
の
勉

強
を
し
て
未
熟
な
が
ら
思
想
形
成
を
し
ま
し
た
。

例
え
ば
老
子
の
言
葉
で 

修
道
の
人
は
精
微
、
神
妙
、
玄
遠
、
通
達
の
素
質

を
持
ち
ま
す
。 

精
微
（
細
か
い
所
ま
で
見
え
る
。） 

神
妙
（
高
い
視
点
で
見
る
。） 

玄
遠
（
見
え
な
い
世
界
も
見
え
る
。
） 

通
達
（
人
と
通
じ
合
え
る
。） 

 

行
道
の
こ
と
は
言
葉
で
形
容
出
来
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、 

 

・
慎
重
行
事
（
冬
の
河
を
渡
る
よ
う
に
慎
重
に
） 

恐
れ
を
も
つ
こ
と
は
上
達
に
繋
が
る
。（
う
ま
く

い
か
な
い
所
は
勉
強
の
気
持
ち
で
真
面
目
に
向

き
合
う
か
ら
。） 

・
礼
儀
正
し
く
、
物
腰
は
落
ち
着
い
て
い
る
。（
仲

間
に
も
、
功
法
に
対
し
て
も
） 

・
人
と
の
つ
き
あ
い
は
冬
の
雪
が
解
け
て
い
く
よ

う
な
意
識
で
交
流
す
る
。 

・
性
格
は
素
朴
で
天
然
の
玉
石
の
よ
う
に
飾
り
は

い
ら
な
い
。 

・
胸
懐
は
山
の
谷
の
よ
う
に
広
く
。 

 

気
功
の
世
界
に
入
る
と
品
格
が
備
わ
り
ま
す
。 

 

【２０１８年５月 発行】 
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 ○
気
功
で
私
た
ち
は
移
動
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
存

在
に
な
り
ま
す
。
毎
日
練
功
す
れ
ば
健
康
状
態

は
最
優
レ
ベ
ル
ま
で
調
整
出
来
ま
す
。
姿
勢
、

呼
吸
、
意
念
の
調
整
で
生
活
の
節
奏
も
調
正
し

ま
す
。 

○
濁
り
の
川
の
水
は
緩
や
か
な
流
れ
に
な
る
と
泥

砂
が
落
ち
て
清
流
に
な
り
ま
す
。 

人
間
も
同
じ
で
す
。
速
く
速
く
で
は
う
ま
く
行

き
ま
せ
ん
。
反
省
し
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と

生
活
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。 

気
功
の
秘
訣
で
す
。 

意
念
で
自
己
調
整
で
き
る
の
は
気
功
を
習
う
魅

力
で
す
。 

○
大
道
に
近
づ
け
ば
半
杯
の
美
酒
の
よ
う
に 

溢
れ
な
い
。 

満
足
し
な
い
。
ま
だ
入
る
。 

希
望
を
持
つ
。 

楽
し
み
で
す
。 

○
道
成
は
成
功
に
な
り
ま
し
た
。 

思
想
の
な
い
人
で
も
自
然
に
思
想
が
つ
い
て
き

ま
す
。 

目
標
の
な
い
人
は
目
標
を
持
ち
ま
す
。 

特
長
の
な
い
人
も
特
長
が
で
て
き
ま
す
。 

 

気
功
修
行
の
努
力
の
目
標
は
深
遠
細
厚
で
す
。 

 

４
５
年
の
気
功
の
勉
強
を
四
文
字
で
形
容
す
る
な

ら
“
受
益
非
浅
”
で
す
。 

個
人
意
識
で
は
老
子
の
深
、
高
、
遠
、
通
ま
で
は

ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
老
子
の
“
半
杯
酒
”
思

想
を
深
く
深
く
脳
裏
に
根
を
植
え
ま
し
た
。 

希
望
を
抱
き
、
満
足
し
な
い
で
、 

楽
し
み
な
が
ら
弟
子
を
育
て
る
。
守
る
。 

 

こ
れ
は
私
が
気
功
を
す
る
理
由
で
あ
り
、
思
想
、

目
標
で
す
。 

 

静 

功 
 

６
千
年
の
歴
史
を
持
つ
医
療
気
功
は
静
功
と
動

功
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
静
功
は
ま
た
内

功
と
言
い
、
動
功
は
外
功
と
も
言
い
ま
す
。
静
功

の
練
功
で
は
姿
勢
は
安
静
状
態
を
守
り
、
同
時
に

呼
吸
と
意
念
の
調
整
を
訓
練
し
ま
す
。 

 

静
功
の
修
練
は
６
千
年
前
の
河
姆
渡
文
化
の
時

か
ら
始
ま
り
、
土
器
、
陶
器
の
上
に
陰
陽
人
站
椿

功
像
を
描
絵
し
ま
し
た
。
３
千
年
前
の
黄
帝
内
経

に
は
“
頂
天
立
地
、
把
握
陰
陽
、
呼
吸
精
気
、
独

立
守
神
、
肌
肉
若
一
、
寿
与
天
斉
”
こ
れ
ら
静
功

の
具
体
的
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

６
千
年
以
来
、
静
功
の
功
法
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
吐
納
、
行
気
、
打
坐
、
禅
定
、
練

丹
、
静
坐
、
瞑
想
な
ど
功
法
名
を
挙
げ
れ
ば
何
十

種
類
あ
り
、
数
え
き
れ
な
い
程
で
す
。
内
丹
法
、

内
養
法
、
放
松
法
、
松
静
法
、
誘
導
法
、
真
気
運

行
法
は
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
功
法
で
す
。 

 

静
功
の
静
は
絶
対
の
静
で
は
な
く
、
上
達
す
る

と
真
気
が
充
足
し
、
肢
体
と
身
が
自
発
動
を
発
生

し
ま
す
。
自
発
動
は
静
功
の
内
容
で
す
。
動
功
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

  

静
功
の
総
論 

浅
談 

気
功
入
静
五
層
次 

  

昨
年
の
冬
至
練
功
会
で
于
雷
気
功
研
究
会
は

“
元
神
功
”
を
発
表
し
ま
し
た
。
２
千
年
の
歴
史

を
も
つ
功
法
に
対
し
て
１
時
間
の
練
功
で
元
神
入

静
で
き
る
、
特
に
元
神
を
見
る
レ
ベ
ル
ま
で
行
く

こ
と
は
と
て
も
不
可
能
な
こ
と
で
す
。 

 

元
神
功
は
静
功
で
す
。
静
功
の
修
練
は
気
功
の

奥
秘
の
奥
の
功
法
で
す
。
入
虚
、
入
静
、
入
定
、

入
神
、
入
寂
の
５
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ま
す
。 

 



第
一
段
、
入
虚 

身
心
不
動 

意
念
単
一 

第
二
段
、
入
静 

身
心
澄
明 

意
念
安
静 

第
三
段
、
入
定 

身
心
忘
我 

智
慧
新
開 

第
四
段
、
入
神 

身
心
解
脱 

神
智
妙
用 

第
五
段
、
入
寂 
身
心
化
気 

神
仙
世
界 

  

気
功
修
練
者
に
対
し
て
は
１
０
０
日
の
修
練
で

第
三
段
ま
で
出
来
ま
す
。
第
四
段
ま
で
は
最
低
で

も
１
０
年
以
上
の
修
練
が
必
要
で
す
。
五
段
ま
で

で
き
る
人
は
神
仙
の
境
界
に
入
る
人
た
ち
で
す
。

普
通
の
入
静
は
静
功
の
第
二
段
の
レ
ベ
ル
で
す
。

入
静
の
定
義
は
、
雑
念
減
少
、
意
念
単
一
、
外
界

の
刺
激
に
対
し
て
鈍
感
に
な
っ
て
、
精
神
安
静
、

放
松
舒
適
の
状
態
で
す
。 

名
文
賞
析 

 

老
子
十
三
章 

厭
恥 

 一
、
自
然
邪
気(

風
・
寒
・
暑
・
湿
・
燥
・
火)

や

精
神
邪
気(

喜
・
怒
・
憂
・
思
・
悲
・
恐
・
驚)

を

身
に
受
け
る
こ
と
は
、
尊
敬
・
人
気
・
光
栄
・
恥

辱
を
身
に
受
け
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
ど
ち
ら
も

外
物(

身
の
外
の
も
の)

を
身
に
受
け
る
こ
と
で
す
。

外
物
を
気
に
し
て
ば
か
り
い
る
と
、
身
体
の
本
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
邪
気
を
避
け
、
自
身
は

強
い
元
気
を
保
ち
ま
す
。
そ
し
て
順
暢
に
新
陳
代

謝
を
完
成
さ
せ
、
良
性
健
康
の
観
念
を
持
つ
こ
と

が
、
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。 

◇
注
、
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
。
邪
気
は
悪
い
こ
と
だ

け
で
な
く
良
い
こ
と(

尊
敬
、
人
気
、
光
栄)

の
場

合
も
あ
る
。 

二
、
身
の
健
康
を
大
事
に
し
て
、
ど
ん
な
邪
気
が

来
て
も
精
神
が
潰
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

個
人
修
練
の
基
本
境
界
で
す
。  

三
、
健
康
を
大
事
に
し
な
い
人
は
光
栄
・
人
気
・

尊
厳
・
恥
辱
の
本
を
失
い
、
人
生
の
全
て
の
感
受

が
な
く
な
り
ま
す
。 

四
、
健
康
を
大
事
に
す
る
人
は
、
自
分
の
好
き
な

も
の
を
擁
有(

持
つ)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健

康
を
持
て
な
い
と
全
て
が
な
く
な
り
ま
す
。
健
康

が
な
い
こ
と
を
恥
辱
と
い
い
ま
す
。 

  

春
の
練
功
会 

 

于
雷
先
生
の
講
義
か
ら 

気
功
と
は 

気
功
は
専
門
技
術(

気
を
使
う
能
力)

で
す
。
そ
の

内
容
は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

１
、
正
し
い
姿
勢(

血
脈
流
通
通
暢
の
た
め)

。 

２
、
節
律
の
あ
る
呼
吸(

呼
吸
の
強
化
の
た
め)

。

(

例
え
ば
、
吸
う
吸
う
吐
く
の
節
律
の
あ
る
呼
吸
を

す
る
こ
と
で
、
体
重
を
月
に
１
０
㎏
落
と
せ
ま
す) 

３
、
と
て
も
魅
力
的
な
意
念(

自
分
の
希
望
、
理
想

の
入
っ
た
も
の)

。 

姿
勢
、
呼
吸
、
意
念
の
三
つ
の
も
の
を
完
美
結
合

し
、
三
つ
を
上
手
に
使
う
こ
と
を
気
功
技
術
と
い

い
ま
す
。 

   

気
と
は 

 

一
般
的
に
は
目
で
見
え
る
も
の
が
認
識
し
や
す

い
も
の
で
す
。
で
も
こ
の
こ
と
が
気
を
認
識
す
る

と
き
の
難
点
に
な
り
ま
す
。
自
然
世
界
を
認
識
す 

る
の
に
は
、
虚
実
の
両
面
の
知
識
が
必
要
で
す
。

実
は
見
や
す
い
の
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。 



 
虚
は
見
に
く
い
の
で
、
も
の
の
用
途
の
面
か
ら

捉
え
る
と
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

《
例
》 

１
、
呼
吸
の
気
。 
見
え
な
い
け
れ
ど
、
２
４
時
間 

気
を
使
っ
て
呼
吸
し
て
い
ま
す
。 

２
、
皮
膚
呼
吸
。
２
４
時
間
皮
膚
は
自
然
と
交
流

し
て
い
ま
す
。 

３
、
車
輪
の
転
動
。
車
輪
と
車
軸
の
間
に
空
間
が

あ
る
か
ら
転
動
す
る
の
で
す
。 

４
、
コ
ッ
プ
の
用
途
は
空
の
部
分
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

“
用
”
は
コ
ッ
プ
そ
の
物
の
価
値
で
す
。 

 
 

コ
ッ
プ
の
外
の
世
界
は
“
無
”
の
世
界
で
限

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
価
値
は
多
様
で
す
。 

５
、
家
の
用
途
は
部
屋
の
空
間
の
部
分
に
あ
り
ま

す
。
家
は
使
う
こ
と
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。 

６
、
蒸
気
機
関
車
を
動
か
す
の
は
、
蒸
気
で
発
生

し
た
動
力
で
す
。 

７
、
腎
気
は
水
液
の
代
謝
が
主
な
働
き
で
す
。 

ど
ん
な
も
の
に
も
虚
実
の
両
面
性
が
あ
り 

ま
す
。
目
で
実
を
見
、
頭
で
虚
を
理
解
す
る

こ
と
で
人
生
の
舞
台
は
広
が
り
ま
す
。 

  

気
功
の
目
標  

“
未
病
先
防
”
は
気
功
の
思
想
で
す
。
ま
だ
病 

気
に
な
ら
な
い
と
き
に
予
防
し
ま
す
。
予
防
の 

た
め
に
は
自
然
の
規
律
を
認
識
し
、
探
索
し
、 

自
然
を
使
う
方
法
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
認
識
、
探
索
、
使
う
技
術
が
気
功
専
門
の
技

術
で
す
。
気
功
の
目
標
は
自
然
を
認
識
し
、
未
知

の
世
界
を
探
索
し
、
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
惑
う
こ
と
も
、
恐
れ
る
こ

と
も
な
く
な
り
、
健
康
・
幸
福
に
な
り
ま
す
。 

  

春
の
練
功
会
が
４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
らY

o
u

T
u

b
e

に
て
動
画
が
見

ら
れ
ま
す
。 

 

古
仙
人
高
級
気
功
４
６
式 

第
十
一
式 

寇
先
鼓
琴
（
こ
う
せ
ん
こ
き
ん
） 

千
年
前
宋
代
（
９
０
６
～
１
２
７
１
年
）
の
人

物
で
す
。
当
時
の
首
都
は
大
黄
河
文
明
の
洛
陽
で

す
。
洛
陽
の
周
り
に
は
黄
河
が
流
れ
て
い
ま
す
。 

 

寇
先
は
釣
歴
１
０
０
年
で
す
。
時
が
止
ま
っ
た

よ
う
に
い
つ
ま
で
も
若
い
で
す
。
そ
の
間
、
皇
帝

も
変
わ
り
ま
し
た
。
皇
帝
は
寇
先
に
仙
術
を
聞
き

ま
す
が
答
え
よ
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
皇
帝
は
ご
立

腹
で
殺
さ
れ
ま
す
。
で
も
寇
先
は
翌
日
も
相
変
わ

ら
ず
釣
り
を
し
て
い
ま
す
。
夜
に
な
る
と
扉
の
上

に
横
た
わ
り
な
が
ら
琴
を
弾
い
て
い
ま
す
。 

毎
年
牡
丹
が
咲
い
て
い
る
１
０
日
間
、
洛
陽
の

城
楼
の
中
に
琴
の
音
が
響
き
ま
す
。 

中
国
気
功
功
法
で
有
名
な
『
揺
天
柱
』
の
本
は

『
寇
先
鼓
琴
』
で
す
。 

 【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 
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ttp
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応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
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３
４ 


